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  FENSTERBAU FRONTALE 2026 の 

  会場レポート 
 

 

 
 

 
出展製品分野 展示ホール 出展者数 

 
来場者数 

 
プロファイルシステム、半製品、
窓金具、窓部品、素材、ガラス・
ガラス製品、扉、固定技術、機
械、設備、補助具、遮光、換気 

9 ホール： 
1, 3, 3A, 4, 4A, 5, 
6, 7, 7A 

1,022 社 
 
*FENSTERBAU FRONTALE 
と HOLZ-HANDWERK の累計 

約 75,000 人 
 
*FENSTERBAU FRONTALE 
と HOLZ-HANDWERK の累計 

 
2026 年 3 月 24 日から 27 日までの 4 日間にわたり、窓やドア、ファサード（建物正面の外

観）技術に関する世界最大級の国際見本市 FENSTERBAU FRONTALE がドイツのニュルンベルク
で開催されました。同見本市は 2 年に一度開催され、窓やドアのプロファイルシステム、素
材、ガラス、金物、安全装置、製造機械、自動化技術、省エネ技術等が展示されます。最大
の特徴は、木工機械・技術の国際見本市である「HOLZ-HANDWERK（ホルツ・ハンドヴェル
ク）」が隣接会場で同時開催されることです。木製サッシや木・アルミ複合サッシ（ドイツ
市場の 20％のシェア）は、高級住宅やリノベーション分野で高い需要があるため、2 つの見
本市をペア開催とすることで、来場者は製品の加工・製造工程から最終製品まで一貫して見
学することができます。 

 
 今回の FENSTERBAU FRONTALE のテーマは、「未来を形作る（Shaping the Future）」。前回
のトレンドをベースに、持続可能性やデジタル化、エネルギー効率に焦点を当てた次世代ソ
リューションが多数提示されました。「環境への配慮」と「生活の質の向上」を両立させる
技術は、ヨーロッパを中心にますます重要になっており、今回の開催は業界が次なるステー
ジへ進む姿勢を強く印象づけるものとなりました。この市場のニーズをいち早く反映した展
示が大きな反響を呼び、会場は初日から熱心な商談と活発な交流の熱気に包まれ、これまで
にない活況を呈しました。 

 
広大な会場は移動だけでもかなりの時間を要するため、1 日で全て見て回ることは不可能

です。最新トレンドや主要メーカーを把握する場合には 2 日間程、商談や情報収集を行う場
合には 3〜4 日間程度の日程を見込んでおく必要があります。また、会場を効率的に回るた
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めには、プロファイルシステムやガラス製品といった核となる展示から見学をスタートし、
続いて自動化技術や安全装置等、周辺技術のトレンドを確認するルートをお勧めします。  

• ホール 1、4：金具、ドア、固定技術、セキュリティ技術 

• ホール 3 と 3A：機械、設備、工具 

• ホール 4A、5、6、7、7A：設計・プロファイルシステム、半製品、材料、製造補助
具、建築部材、ドア、遮光・換気技術、ガラス、ガラス製品 

 
今回の見本市では、大手樹脂システムメーカーを中心に、持続可能性と付加価値（デザイ

ン性や機能性）を両立させた製品開発が加速していました。 

• 循環型経済の推進 

単にリサイクル材を使うだけでなく、「共押出（Co-extrusion）技術」を用いて、コ
ア材に再生樹脂、表面材にバージン材を使用する構造が標準化しています。これによ
り、見栄えと耐久性を維持しながら、環境負荷を低減する「見えない部分の高品質化」
が進んでいます。 

• 機能とデザインの両立 

 樹脂の弱点であった熱膨張や紫外線劣化を克服するため、様々なカラーや質感（デ
ザイン）の特殊ラッピング技術や塗装技術の進化が見られました。 

• 高品質基準 

環境意識と省エネ基準が極めて高い欧州、特にドイツを中心とした地域では、樹脂
サッシ（主に PVC-U）において EN 12608 規格に基づく「クラス A」プロファイルを採
用することが、高性能・高耐久な窓のトレンドとなっています。 

 

  
VEKA 社のプロファイルシステム Pure82： 

優れた U 値、リサイクル素材の最大限の活
用、SOFTLINE 82 プラットフォームとの高い
互換性、現代的なデザインと高い耐久性が
特徴の PVC-U 製のプロファイルシステム。 

Rehau 社の次世代樹脂窓システム ARTEVO： 

持続可能性、デザイン性、パフォーマンス
を兼ね備えたプレミアムな窓・ドアシステ
ム。高性能なファイバーグラス強化複合材
料を採用し、最大 2.80 メートルのサッシサ
イズに対応。 
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Deceuninck 社の軽量素材を用いたモジュ
ールシステム WinLinck： 

プレハブ建築やユニットハウスの窓枠に
対して、工具をほとんど使わず、はめ込
むだけで固定できるワンタッチ施工の窓
取り付けシステム。 

GEALAN 社の SMOOVE multislid： 

機能性と美観を重視する場合に適した
PVC スライディングシステム。2 トラッ
ク、3 トラックの構成が可能で、閾を床
に埋め込む形やフルフレームの構成も選
択可能。 

  
SIEGENIA 社の ALU XT： 

アルミ窓向けに開発された次世代のハー
ドウェアシステム。生産効率と施工の容
易さを大幅に向上させることを目的に設
計。 

創業 75 周年を迎えた SCHÜCO 社： 

Cradle to Cradle 認証と循環型経済を考慮
した製品設計でグローバルな評価を獲
得。 

  
ROMA 社の高品質な日よけ・シャッター
システム： 

省エネ、快適性、自動化、高いデザイン性
を兼ね備えた最新ソリューションが大きな
注目を集め、商談スペースは連日大盛況。 

Kömmerling 社を含む profine グループ 

（親会社）： 

1500 ㎡の広大なブースに、高品質 PVC-U 

窓枠プロファイルやドアシステムを展
示。 
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 ドイツ板ガラス協会（BF）とドイツ窓・ファサード協会（VFF）は、建築家、プランナー、
施工業者に向けた包括的な情報提供を目的として、共同ブースを設営しました。この共同ブ
ースには、両協会の会員企業やパートナー計 12 社が出展しましたが、業界のトレンドや法
規制、実務的なノウハウを一箇所で確認できる、情報発信の場として機能しました。 

 また今回、窓やドア、ファサード業界の持続可能性、自動化、快適性、エネルギー効率の
向上を推進する未来志向の製品を称える「INNOVATION AWARD 」が創設されました。栄えあ
る第 1 回の「INNOVATION AWARD」は、Remmers 社の殺生物剤フリーのコーティング剤
Induline l-130 が受賞しました。従来のコーティング剤は、廃棄・リサイクル時に有害な揮発
性有機化合物を発生させる危険性がありますが、Induline l-130 はこれらの有害物質を大幅に
低減することができます。木材の「保護能力（耐久性・防腐性）」と「リサイクル時の環境
安全性」という、長年トレードオフの関係にあった課題に向き合う姿勢や技術が評価され、
今回の受賞に至りました。  
 

  
ドイツ板ガラス協会とドイツ窓・ファサ 

ード協会の共同ブース（7A-524） 
INNOVATION AWARD の特設エリア 

（4A-133） 

  
FORUM（7A-123） STAGE （4A-133） 

 
窓やドア、ファサードの試験や認証を行う ift Rosenheim（ローゼンハイム窓技術研究所）

が主催した特別展「klima.sicher.bauen（気候に安全な建設）」では、建物外皮（窓、ドア、
ファサード）がいかにして気候保護に積極的に貢献できるかが示されました。16社の出展企
業による、高断熱・高性能な窓とファサードシステム、気候適応型外皮、サステナブルな素
材、エネルギー創出型外皮、スマートな窓・ドア技術は、今日すでに実用化段階にあり、将
来的な環境規制の強化や気候変動の影響に対処する上で、極めて有効な対策となります。 
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特別展「klima.sicher.bauen」（1-515） 

気候変動に伴う自然災害の激化や頻発化
を背景に、持続可能な建築への関心が急
速に高まっています。 

特別展「klima.sicher.bauen」（1-515） 

防災安全合わせガラスと堅牢なサッシの
組み合わせ等、様々な窓や扉の防災・減
災対策が紹介されました。 

 
 ニュルンベルク見本市の FENSTERBAU FRONTALE の責任者ヴィスミュラー（Wismueller）女
史は声明の中で、「FENSTERBAU FRONTALE は、窓やドア、ファサード技術における世界最大
級の国際見本市です。業界の最新ニーズに適応するため、前回の見本市の成功をベースに、
ロゴの刷新や新プログラムの導入といったリブランディングに着手しました。今回、これら
の取り組みが実を結び、大きな成功を収められたことを心より嬉しく思います。今後も業界
が直面する課題解決に向けた技術指針を提示し、ビジネスチャンスを最大化する場であり続
けることを目指します。」とコメントしています。 

次回の FENSTERBAU FRONTALEは、2028年 3 月 28日～31 日に開催されます。欧州の住宅産
業では、省エネ・脱炭素化を目指した持続可能性（断熱性能、リサイクル素材）の実現と、
労働力不足に対応する自動化・スマート化が急速に進んでいます。これらのトレンドは、日
本の「ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）」や「スマートホーム」の技術開発、ま
た高性能な窓・ドア製品の将来的な製品開発や技術提携において、極めて重要な参考情報と
なります。ぜひ欧州の技術動向を現地で直接体感ください。 

  

 


